
丸山良寛の定理　

　

　四角形が円に内接するとき，との内接円の半径をそれぞれ  ，  ，

　との内接円の半径をそれぞれ  ，  とおくと次式が成り立つ。
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証明　図のように内接円の中心を，，，，接点を，，，とおく。また，，

　，，，，とし，，，，の周の長

　さをそれぞれ  ，  ，  ，  とすると
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　　　ゆえに　　

　次に，であるから

　　　　　  ：  ：，　  ：  ：　

　　　ゆえに　        　……①

　また，，から

　　　　　  ：  ：，　  ：  ：　

　　　ゆえに　        　……②

　①②から

　　　　　                

　　　　　　　　　　　    

　であるから　        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　証明終


